













擬 一 次 元 反 強 磁 性 体 の 基 底 状 態


















を考慮するスピン波理論 (2) く3) (4) [2]数値計算による少数系の対角化 (5) (8) [3]厳密な長距
離秩序の存在証明(7) などがある｡しかし今のところどの方法もあまり成功しているようには思え
ない｡
(1) 古典的秩序状態 (スピン波の出発点)
スピン波理論では古典まわりに量子ゆら､ぎを考慮するものだから古典状態がどのようになって
いるのかを見なければならない｡αは次近接交換相互作用の最近接交換相互作用に対する比でこ
れをパラメーターとすると
0≦α_<0･5:2副格子反強磁性
α-0.5 :連続縮退状態
0.5<α :4副格子反強磁性 (連続縮退有り)
が基底状態となっている｡α-0.5はフラストレー ションの効果が最も強く量子ゆらぎを考慮し
た場合どのような基底状態が実現しているのか興味深いところである｡まず p.Chandraand
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